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NAS ネームスペース内でデータボリュームを作成お
よび管理します

ジャンクションポイントを指定してデータボリュームを作成し
ます

ジャンクションポイントはデータボリュームの作成時に指定できます。作成したボリュ
ームは、ジャンクションポイントに自動的にマウントされ、 NAS アクセス用の設定にす
ぐに使用できます。

作業を開始する前に

• ボリュームを作成するアグリゲートがすでに存在している必要があります。

• ONTAP 9.13.1以降では、容量分析とアクティビティ追跡を有効にしてボリュームを作成できます。容量

またはアクティビティトラッキングを有効にするには、を問題します volume create コマンドにを指定

します -analytics-state または -activity-tracking-state をに設定します on。

容量分析とアクティビティ追跡の詳細については、を参照してください File System Analytics を有効にし
ます。

ジャンクションパスに次の文字を使用することはできません。 * # <> < | ？\

[+] また、ジャンクションパスの長さは 255 文字以下にする必要があります。

手順

1. ジャンクションポイントを指定してボリュームを作成します。

volume create -vserver vserver_name -volume volume_name -aggregate

aggregate_name -size {integer[KB|MB|GB|TB|PB]} -security-style

{ntfs|unix|mixed} -junction-path junction_path

ジャンクションパスはルート（ / ）で始まる必要があり、ディレクトリおよび結合されたボリュームを含
むことができます。ジャンクションパスにボリュームの名前を含める必要はありません。ジャンクション
パスはボリューム名に依存しません。

ボリュームのセキュリティ形式の指定は任意です。セキュリティ形式を指定しない場合、 ONTAP は、
Storage Virtual Machine （ SVM ）のルートボリュームに適用されている形式と同じセキュリティ形式を
使用してボリュームを作成します。ただし、ルートボリュームのセキュリティ形式が、作成するデータボ
リュームには適切でないセキュリティ形式である場合もあります。トラブルシューティングが困難なファ
イルアクセスの問題を最小限に抑えるため、ボリュームの作成時にセキュリティ形式を指定することを推
奨します。

ジャンクションパスでは大文字と小文字が区別されません。 /ENG はと同じです /eng。CIFS 共有を作成
する場合、 Windows では、ジャンクションパスがあたかも大文字と小文字の区別があるかのように扱わ

れます。たとえば、ジャンクションがの場合などです /ENG`SMB共有のパスはで始まる必要があります

`/ENG`ではありません `/eng。

データボリュームのカスタマイズに使用できるオプションのパラメータが多数用意されています。これら

1

https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/task_nas_file_system_analytics_enable.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/task_nas_file_system_analytics_enable.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/task_nas_file_system_analytics_enable.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/task_nas_file_system_analytics_enable.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/task_nas_file_system_analytics_enable.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/task_nas_file_system_analytics_enable.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/task_nas_file_system_analytics_enable.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/task_nas_file_system_analytics_enable.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/task_nas_file_system_analytics_enable.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/task_nas_file_system_analytics_enable.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/task_nas_file_system_analytics_enable.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/task_nas_file_system_analytics_enable.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/task_nas_file_system_analytics_enable.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/task_nas_file_system_analytics_enable.html


の機能の詳細については、のマニュアルページを参照してください volume create コマンドを実行し
ます

2. 目的のジャンクションポイントでボリュームが作成されたことを確認します。

volume show -vserver vserver_name -volume volume_name -junction

例

次の例は、ジャンクションパスがである「home4」という名前のボリュームをSVM vs1上に作成します

/eng/home：

cluster1::> volume create -vserver vs1 -volume home4 -aggregate aggr1

-size 1g -junction-path /eng/home

[Job 1642] Job succeeded: Successful

cluster1::> volume show -vserver vs1 -volume home4 -junction

                  Junction                 Junction

Vserver   Volume  Active   Junction Path   Path Source

--------- ------- -------- --------------- -----------

vs1       home4   true     /eng/home       RW_volume

ジャンクションポイントを指定せずにデータボリュームを作成

ジャンクションポイントを指定せずにデータボリュームを作成できます。作成したボリ
ュームは自動的にはマウントされず、 NAS アクセス用の設定に使用することはできませ
ん。ボリュームの SMB 共有または NFS エクスポートを設定する前に、ボリュームをマ
ウントする必要があります。

作業を開始する前に

• ボリュームを作成するアグリゲートがすでに存在している必要があります。

• ONTAP 9.13.1以降では、容量分析とアクティビティ追跡を有効にしてボリュームを作成できます。容量

またはアクティビティトラッキングを有効にするには、を問題します volume create コマンドにを指定

します -analytics-state または -activity-tracking-state をに設定します on。

容量分析とアクティビティ追跡の詳細については、を参照してください File System Analytics を有効にし
ます。

手順

1. 次のコマンドを使用して、ジャンクションポイントが設定されていないボリュームを作成します。

volume create -vserver vserver_name -volume volume_name -aggregate

aggregate_name -size {integer[KB|MB|GB|TB|PB]} -security-style

{ntfs|unix|mixed}

ボリュームのセキュリティ形式の指定は任意です。セキュリティ形式を指定しない場合、 ONTAP は、
Storage Virtual Machine （ SVM ）のルートボリュームに適用されている形式と同じセキュリティ形式を

2

https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/task_nas_file_system_analytics_enable.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/task_nas_file_system_analytics_enable.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/task_nas_file_system_analytics_enable.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/task_nas_file_system_analytics_enable.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/task_nas_file_system_analytics_enable.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/task_nas_file_system_analytics_enable.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/task_nas_file_system_analytics_enable.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/task_nas_file_system_analytics_enable.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/task_nas_file_system_analytics_enable.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/task_nas_file_system_analytics_enable.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/task_nas_file_system_analytics_enable.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/task_nas_file_system_analytics_enable.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/task_nas_file_system_analytics_enable.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/task_nas_file_system_analytics_enable.html


使用してボリュームを作成します。ただし、ルートボリュームのセキュリティ形式が、データボリューム
には適切でないセキュリティ形式である場合もあります。トラブルシューティングが困難なファイルアク
セスの問題を最小限に抑えるため、ボリュームの作成時にセキュリティ形式を指定することを推奨しま
す。

データボリュームのカスタマイズに使用できるオプションのパラメータが多数用意されています。これら

の機能の詳細については、のマニュアルページを参照してください volume create コマンドを実行しま
す

2. ジャンクションポイントが設定されていないボリュームが作成されたことを確認します。

volume show -vserver vserver_name -volume volume_name -junction

例

次の例は、ジャンクションポイントにマウントされない「 sales 」という名前のボリュームを SVM vs1 上に
作成します。

cluster1::> volume create -vserver vs1 -volume sales -aggregate aggr3

-size 20GB

[Job 3406] Job succeeded: Successful

cluster1::> volume show -vserver vs1 -junction

                     Junction                 Junction

Vserver   Volume     Active   Junction Path   Path Source

--------- ---------- -------- --------------- -----------

vs1       data       true     /data           RW_volume

vs1       home4      true     /eng/home       RW_volume

vs1       vs1_root   -        /               -

vs1       sales      -        -               -

NAS ネームスペース内の既存のボリュームをマウントまたはア
ンマウントします

Storage Virtual Machine （ SVM ）ボリュームに格納されたデータへの NAS クライアン
トアクセスを設定するには、ボリュームが NAS ネームスペースにマウントされている必
要があります。現在マウントされていないボリュームは、ジャンクションポイントにマ
ウントできます。ボリュームはアンマウントすることもできます。

このタスクについて

ボリュームをアンマウントしてオフラインにすると、アンマウントしたボリュームのネームスペース内に含ま
れていたジャンクションポイントのあるボリューム内のデータも含め、ジャンクションポイント内のすべての
データにNASクライアントからアクセスできなくなります。
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NAS クライアントからのボリュームへのアクセスを中止するには、ボリュームを単純にアンマ
ウントするだけでは不十分です。ボリュームをオフラインにするか、クライアント側のファイ
ルハンドルキャッシュを確実に無効にするためのその他の手順を実行する必要があります。詳
細については、次の技術情報アーティクルを参照してください。

"ONTAP のネームスペースから NFSv3 クライアントを削除しても、ボリュームにアクセスでき
るようになります"

ボリュームをアンマウントしてオフラインにしても、そのボリューム内のデータは失われません。また、既存
のボリュームエクスポートポリシーおよびボリュームまたはディレクトリ上に作成された SMB 共有、および
アンマウントされたボリューム内のジャンクションポイントは保持されます。アンマウントしたボリュームを
再マウントすれば、 NAS クライアントは既存のエクスポートポリシーと SMB 共有を使用してボリューム内
のデータにアクセスできるようになります。

手順

1. 必要な操作を実行します。

状況 入力するコマンド

ボリュームをマウント volume mount -vserver svm_name -volume

volume_name -junction-path

junction_path

ボリュームをアンマウントします volume unmount -vserver svm_name

-volume volume_name

volume offline -vserver svm_name

-volume volume_name

2. ボリュームが目的のマウント状態になっていることを確認します。

volume show -vserver svm_name -volume volume_name -fields state,junction-

path,junction-active

例

次の例は、SVM「vs1」にある「sales」という名前のボリュームをジャンクションポイント「/sales」にマウ
ントします。

cluster1::> volume mount -vserver vs1 -volume sales -junction-path /sales

cluster1::> volume show -vserver vs1 state,junction-path,junction-active

vserver   volume     state     junction-path   junction-active

--------- ---------- -------- --------------- ----------------

vs1       data       online    /data           true

vs1       home4      online    /eng/home       true

vs1       sales      online    /sales          true
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次の例は、SVM「vs1」にある「data」という名前のボリュームをアンマウントしてオフラインにします。

cluster1::> volume unmount -vserver vs1 -volume data

cluster1::> volume offline -vserver vs1 -volume data

cluster1::> volume show -vserver vs1 -fields state,junction-path,junction-

active

vserver   volume     state     junction-path   junction-active

--------- ---------- --------- --------------- ---------------

vs1       data       offline   -               -

vs1       home4      online    /eng/home       true

vs1       sales      online    /sales          true

ボリュームマウントポイントとジャンクションポイントに関す
る情報を表示します

Storage Virtual Machine （ SVM ）のマウントボリューム、およびボリュームがマウント
されているジャンクションポイントに関する情報を表示できます。また、ジャンクショ
ンポイントにマウントされていないボリュームを確認することもできます。この情報を
使用して、 SVM ネームスペースを理解し、管理することができます。

ステップ

1. 必要な操作を実行します。

表示する項目 入力するコマンド

SVM のマウントされたボリューム
とマウントされていないボリューム
に関する概要情報

volume show -vserver vserver_name -junction

SVM のマウントされたボリューム
とマウントされていないボリューム
に関する詳細情報

volume show -vserver vserver_name -volume

volume_name -instance

SVM のマウントされたボリューム
とマウントされていないボリューム
に関する特定の情報

a. 必要に応じて、の有効なフィールドを表示できます -fields

パラメータを指定するには、次のコマンドを使用します。

volume show -fields ?

b. を使用して、必要な情報を表示します -fields パラメータ：

volume show -vserver vserver_name -fields

fieldname,…

例

次の例は、 SVM vs1 のマウントされたボリュームとマウントされていないボリュームの概要を表示します。
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cluster1::> volume show -vserver vs1 -junction

                     Junction                 Junction

Vserver   Volume     Active   Junction Path   Path Source

--------- ---------- -------- --------------- -----------

vs1       data       true     /data           RW_volume

vs1       home4      true     /eng/home       RW_volume

vs1       vs1_root   -        /               -

vs1       sales      true     /sales          RW_volume

次の例は、 SVM vs2 上に配置されたボリュームの指定したフィールドに関する情報を表示します。

cluster1::> volume show -vserver vs2 -fields

vserver,volume,aggregate,size,state,type,security-style,junction-

path,junction-parent,node

vserver volume   aggregate size state  type security-style junction-path

junction-parent node

------- ------   --------- ---- ------ ---- -------------- -------------

--------------- -----

vs2     data1    aggr3     2GB  online RW   unix           -             -

node3

vs2     data2    aggr3     1GB  online RW   ntfs           /data2

vs2_root        node3

vs2     data2_1  aggr3     8GB  online RW   ntfs           /data2/d2_1

data2           node3

vs2     data2_2  aggr3     8GB  online RW   ntfs           /data2/d2_2

data2           node3

vs2     pubs     aggr1     1GB  online RW   unix           /publications

vs2_root        node1

vs2     images   aggr3     2TB  online RW   ntfs           /images

vs2_root        node3

vs2     logs     aggr1     1GB  online RW   unix           /logs

vs2_root        node1

vs2     vs2_root aggr3     1GB  online RW   ntfs           /             -

node3
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